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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結

累計期間
第68期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 4,348,268 4,149,742 23,454,637

経常利益又は経常損失（△） （千円） △6,318 77,262 1,558,782

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △32,047 43,045 977,015

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 4,101 25,840 952,761

純資産額 （千円） 10,427,720 11,278,793 11,376,954

総資産額 （千円） 19,332,679 20,716,107 21,240,796

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △6.22 8.34 189.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.1 53.5 52.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第68期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第68期及び第69期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．「１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）」の算定の基礎となる自己

株式数については、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式を含めております。なお、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・

75646口）が保有する自己株式数は以下のとおりであります。

 
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結

累計期間
第68期

自己株式数 （株） 101,100 6,700 100,300

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用環境の改善が進む一方で、英国のＥＵ離脱問

題による円高進行や中国をはじめとする新興国経済の減速懸念から、先行きの不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、民間設備投資が増加基調にあるものの、海外経済の不確実性の高ま

りから、一部には慎重さが感じられる状況です。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは、グループ間の連携による受注強化、利益を重視した販売

展開に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は41億49百万円（前年同四半期比4.6％減）となりました。ま

た、利益につきましては、原価管理の徹底による売上総利益の増加により、営業利益は49百万円（前年同四半期は

営業損失19百万円）、経常利益は77百万円（前年同四半期は経常損失６百万円）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は43百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失32百万円）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は22億85百万円（前年同四半期比6.2％増）となり、営業損失は42百

万円（前年同四半期は営業損失56百万円）となりました。

　工事事業につきましては、売上高は17億63百万円（前年同四半期比14.4％減）となりましたが、原価管理の強化

により、営業利益は１億52百万円（同57.9％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は17億39百万円（前年同四半期比14.5％減）となり、新設工事が６億66百万円（同

33.1％減）、既設工事が６億70百万円（同0.4％増）、保守工事が４億１百万円（同8.5％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は46億91百万円（同7.9％減）となり、新設工事が20億34百万円（同27.5％

減）、既設工事が13億７百万円（同26.6％増）、保守工事が13億50百万円（同7.7％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は１億円（前年同四半期比25.3％減）となり、営業利益は４百万円

（前年同四半期は営業損失０百万円）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成28年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,600 52,746 同上

単元未満株式 普通株式      300 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,746 －

（注）１．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式6,700株

（議決権の数67個）につきましては、完全議決権株式（その他）に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式6,700株は、

上記自己株式に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,703,076 6,086,146

受取手形及び売掛金 ※１ 7,389,894 ※１ 5,712,792

営業未収入金 1,468,632 1,334,844

有価証券 20,636 20,636

商品 475,343 499,116

未成工事支出金 1,542,250 2,498,390

原材料及び貯蔵品 35,954 37,150

繰延税金資産 168,192 153,977

その他 136,630 104,800

貸倒引当金 △15,452 △3,442

流動資産合計 16,925,159 16,444,414

固定資産   

有形固定資産 1,541,093 1,537,524

無形固定資産 130,260 119,922

投資その他の資産   

投資有価証券 1,738,144 1,708,030

退職給付に係る資産 157,080 165,285

その他 751,564 743,317

貸倒引当金 △2,506 △2,386

投資その他の資産合計 2,644,283 2,614,247

固定資産合計 4,315,637 4,271,693

資産合計 21,240,796 20,716,107
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,922,890 5,402,575

短期借入金 1,111,852 1,512,350

未払法人税等 454,377 18,945

未成工事受入金 815,007 1,322,360

賞与引当金 271,603 159,454

役員賞与引当金 42,750 9,062

完成工事補償引当金 11,860 9,340

工事損失引当金 2,500 －

株式給付引当金 62,579 －

その他 504,779 393,899

流動負債合計 9,200,200 8,827,988

固定負債   

長期借入金 87,834 83,112

繰延税金負債 187,188 184,427

再評価に係る繰延税金負債 113,798 113,798

役員退職慰労引当金 90,745 71,527

退職給付に係る負債 9,562 9,792

その他 174,513 146,667

固定負債合計 663,641 609,326

負債合計 9,863,841 9,437,314

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 553,984 553,984

利益剰余金 10,405,683 10,253,943

自己株式 △280,226 △213,022

株主資本合計 11,278,841 11,194,305

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 311,590 288,859

土地再評価差額金 △349,275 △349,275

退職給付に係る調整累計額 △52,123 △48,044

その他の包括利益累計額合計 △89,807 △108,459

非支配株主持分 187,920 192,947

純資産合計 11,376,954 11,278,793

負債純資産合計 21,240,796 20,716,107
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 ※１ 4,348,268 ※１ 4,149,742

売上原価 3,678,600 3,392,064

売上総利益 669,668 757,678

販売費及び一般管理費 689,338 708,024

営業利益又は営業損失（△） △19,670 49,653

営業外収益   

受取配当金 14,791 17,080

その他 11,484 19,138

営業外収益合計 26,276 36,218

営業外費用   

支払利息 4,551 3,909

不動産賃貸費用 2,532 1,772

持分法による投資損失 4,703 1,563

その他 1,136 1,363

営業外費用合計 12,924 8,609

経常利益又は経常損失（△） △6,318 77,262

特別利益   

固定資産売却益 － 142

特別利益合計 － 142

特別損失   

固定資産売却損 － 196

固定資産除却損 0 53

減損損失 － 654

特別損失合計 0 904

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△6,318 76,501

法人税、住民税及び事業税 11,020 11,034

法人税等調整額 13,522 20,966

法人税等合計 24,542 32,000

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30,860 44,500

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,186 1,455

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△32,047 43,045
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △30,860 44,500

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 29,876 △20,200

土地再評価差額金 371 －

退職給付に係る調整額 1,152 4,078

持分法適用会社に対する持分相当額 3,561 △2,537

その他の包括利益合計 34,962 △18,659

四半期包括利益 4,101 25,840

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,867 24,393

非支配株主に係る四半期包括利益 1,233 1,447
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下

「回収可能性適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関す

る会計処理の方法の一部を見直しております。

　回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適

用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額

との差額を、当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が10,480千円、

利益剰余金が5,659千円、非支配株主持分が4,821千円増加しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

(1) ＥＳＯＰ信託の概要

　当社は、平成26年２月７日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成26年２

月25日付で自己株式102,000株について、「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口・75646口）」に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　本制度は、平成26年５月26日に創業80年を迎えることを機に、当社従業員に対して自社の株式を給付

することで、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、長期的な業績向上や株価上昇に対する

意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的としたインセンティブ・

プランであります。

　本制度では、当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金

を拠出することにより信託を設定し、当該信託は株式交付規程に従い、平成28年５月26日に本制度にか

かる最後のポイントを付与し、信託期間中に付与された累計ポイントに応じた当社株式を無償で従業員

に交付しております。当該信託により取得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員

の負担はありません。

(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度72,015千円、

100,300株、当第１四半期連結会計期間4,810千円、6,700株であります。

(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 217,208千円 142,992千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

※１　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 26,721千円 23,203千円

のれんの償却額 1,600 1,600

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 105,497 20 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,030千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 200,445 38 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金3,811千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,152,422 2,061,075 134,769 4,348,268 － 4,348,268

セグメント間の内部
売上高又は振替高

84 1,249 182 1,515 △1,515 －

計 2,152,506 2,062,325 134,952 4,349,784 △1,515 4,348,268

セグメント損益 △56,870 96,775 △888 39,016 △58,686 △19,670

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△5千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△58,680千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,285,294 1,763,823 100,623 4,149,742 － 4,149,742

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 130 － 130 △130 －

計 2,285,294 1,763,953 100,623 4,149,872 △130 4,149,742

セグメント損益 △42,134 152,835 4,619 115,320 △65,667 49,653

（注）１．セグメント損益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用△65,667千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　金額的重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

15/18



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△6円22銭 8円34銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）　　（千円）

△32,047 43,045

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（千円）

△32,047 43,045

普通株式の期中平均株式数（株） 5,148,452 5,158,908

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

３．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均

株式数は前第１四半期連結累計期間101,365株、当第１四半期連結累計期間90,909株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　秀穂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から

平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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